様式第２号（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）


令和７年度静岡県次世代エアモビリティ実証事業　業務計画書
[bookmark: _GoBack]
	実証事業の名称
	※実証地域や実証内容をイメージできるような、できるだけ簡潔でわかりやすい名称としてください。




１　提案者の概要等
	代表機関
	企業等名称
	

	
	代表者の役職及び氏名
	

	共同実施機関
※
	企業等名称
	

	
	代表者の役職及び氏名
	

	連絡先
	担当者氏名
	

	
	所属部署
	

	
	役職
	

	
	所在地
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	


※共同実施機関がある場合は記載。行が不足する場合は適宜行を挿入してください。




２　実証事業の背景及び目的
	＊本事業への申請の背景や本事業の目的と目標を簡潔に記載すること。　



３　実証事業の概要
	(１)実証を行うフィールド
	航路・飛行場の名称
	

	提案者が考える当該フィールドの特徴
	

	上記特徴と本事業の関係
	



(２) 飛行経路
＊飛行経路図を添付すること。＊発着場所を明記すること。


(３)実証事業で使用する機体の仕様
	機体の名称
	

	機体重量（ｋｇ）
	
	最大飛行距離（ｋｍ）
	

	最大積載量（ｋｇ）
	
	最大飛行時間（分）
	

	最高速度（ｋｍ/ｈ）
	
	型式認証の有無
	


＊導入する機体の写真を添付すること。

(４) 実証事業で使用する設備・機器
	設備・機器名称
	数量

	1 
	台

	2 
	台

	3 
	台



(５)取組の概要
＊最新の技術を用いた新規性の高い取組が含まれていることが望ましい
＊想定されるユースケースがある場合はそれについても言及すること（任意）








＊実証期間中の飛行時間や飛行回数等の計画を記載すること
	総飛行時間（予定）
	

	総飛行回数（予定）
	





(６)本実証事業における新規性



(７)安全確保措置・損害保険の加入状況



(８)成果・課題の検証方法及び検証項目



(９)事業終了後の社会実装に向けた取組
＊社会実装に向けたロードマップを示すこと。




４　実施スケジュール
		実施項目
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	





５　事業実施体制
	

	法人名／氏名
	具体的な役割

	
	〇〇を担当

	
	〇〇を担当

	
	〇〇を担当

	
	〇〇を担当






６　委託費見積
(１) 見積金額
金　　　　　　　　　　円也(内消費税及び地方消費税相当額　　　　　　　円）

(２) 見積項目（内訳書）
	費目
	金額（円）
	左の積算

	直接経費
	機械装置等費
	
	

	
	人件費等
	人件費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	
	旅費
	
	

	
	
	賃金
	
	

	
	事業費
	会議費
	
	

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	情報収集費
	
	

	
	
	外注費
	
	

	間接経費
	一般管理費
	
	直接経費の10%以内

	再委託費
	
	

	消費税及び地方消費税
	
	

	計
	
	







（参考）
※委託費とは別に、自己資金等を活用して関連事業を行う場合は、記載してください。
	区　分
	金額（円）
	左の積算

	支出
	委託外経費
	
	

	収入
	自己資金
	
	

	
	そ　の　他
（　　　）
	
	

	計
	
	



７　過去の実績（飛行実績・実証事業の実施）
	機関の名称
	実施時期
	実施内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　※別紙とすることも可能
